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背 景
• 2022年度から生殖補助医療が保険適用化される中、日本生殖医
学会は生殖補助医療の標準化を目的とし、生殖医療の必修知識
とは別に、「生殖医療ガイドライン」を作成している。
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所得制限：730万円未満
（夫婦合算の所得）

助成額：1回15万円
（初回のみ30万円）

助成回数：生涯で通算6回まで
（40歳以上43歳未満は3回）

対象年齢：妻の年齢が43歳未満

所得制限：撤廃
助成額：1回30万円
※凍結胚移植（採卵を伴わない
もの）及び採卵したが卵が得ら
れない等のため中止したものに
ついては1回10万円
※男性不妊治療を行った場合は
30万円

助成回数：1子ごと 6回まで
（40歳以上43歳未満は3回）

対象年齢：変更せず
（一部の）事実婚も助成対象へ

保険適用開始
人工授精・体外受精・顕微
授精など、今まで対象外で
あった治療が保険適用に。

表1 「不妊に悩む方への特定治療支援事業」の拡充



目 的
• 日本生殖医学会の「生殖医療ガイドライン」には、SOGIに関する言及はない。

• また生殖補助医療に関して、SOGI（性的指向性自認）を限定した内容はない。

• しかし、保険適用を自ら申し出辛い同性愛カップルは、 「生殖医療ガイドライ
ン」を適用しづらい挙児希望者であることが、考えられる。

• そこで本研究は、生殖補助医療（ART）の標準化の流れのなかで、同性カップル
はどのようにARTを活用しているのか？、を研究疑問とし、その類型をWEBサ
イトや雑誌などのランダムなサーチや先行する調査から、見出すことを目的とし
た。



方 法
1. 妊娠・”妊活に関する雑誌のバックナンバーの目次からキー

ワードを抽出（「たまごクラブ」は過去12年分、「妊活たま
ごクラブ」は過去7年分）

2. 日本におけるセクシュアルマイノリティの出産・育児に関す
るインタビュー調査からARTに関する部分を検討

• 牟田,岡野,丸山（2021）
• 新ケ江（2021）
• 藤井（2021）



結 果



１．妊娠に関する雑誌のテーマ
ベネッセコーポレーション「たまごクラブ」の目次一覧

（抜粋）

2010年以降のキーワード例：
• 妊娠中の健康・健康管理

• 妊娠中の体重管理
• 悪阻
• 薬
• カフェイン・アルコール・たばこの悪影響
• 花粉症
• 便秘・便秘改善

• 妊娠中のトラブル
• 双子
• 逆子
• 妊娠糖尿病、妊娠高血圧症候群
• 妊娠中の感染症
• おなかの張り・痛み出血破水頭痛胎動の

減少
• 切迫流産・切迫早産と自宅安静・入院安静

• 出産時のトラブル
• 陣痛促進剤
• 出産時の医療処置
• 予定日より「早く」「小さく」生まれたら

• 最近のトレンド
• ワーキング妊婦
• コロナ禍出産、Withコロナ時代出産、立ち

会い出産
• 出生前診断



２．妊活に関する雑誌のテーマ
ベネッセコーポレーション「妊活たまごクラブ」の目次一覧（抜粋）

2016年以降のキーワード例：
• 妊娠前の準備・心得

• プレママチェック
• 不妊治療
• お金の話

• パートナー
• 男の妊活
• ふたり妊活

• 妊娠中のトラブル等
• 子宮外妊娠
• 妊娠時の心理



妊活に関する雑誌テーマの傾向
• 一般的な妊娠・妊活に関する雑誌などのランダムなサーチから
は、ARTの言及はあるものの、類型化はできない。

• ガイドラインを適用しづらい挙児希望者への言及はみられない。

• 「ガイドラインを適用しづらい挙児希望者」は、どこで情報を、
得ているのか？



３．ガイドラインを適用しづらい挙児希望者の
不妊治療に関するインタビュー調査

• 牟田,岡野,丸山（2021）オルタナティブ家族で精子提供によって出生した子の情報開示ジレンマに
関する研究
調査時期：2018年～2020年

• 新ケ江（2021）日本におけるセクシュアルマイノリティの出産・育児の実態把握に関する研究
https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-17K02082/17K02082seika.pdf

調査時期：2018年～2021年（後継の研究あり）

• 藤井（2021）同性カップルと子どもに関する縦断調査
調査時期：2019～2021年（後継の研究あり）



ARTに関する類型
調査 牟田・岡野・丸山

（2021）
新ケ江

（2021）（2022）
藤井

（2021）

精子等の入手

• 海外のバンク
• 友人
• インターネットを通じ
出会ったボランティア

• ネット掲示板やＳＮＳ、
マッチングイベント

• 友人・知人
• 血縁のある家族・親戚
• 海外のバンク
• 「友情結婚」サイト
• 代理母

• 友人、知人
• 事実婚

ART

• セルフヘルプでの人工
授精

• クリニックでの人工授
精、体外受精

新ケ江ら（2022）
• 通院経験21％
• 半年未満31％
半年～1年未満24％
1年～2年未満24％
2年～3年未満14％など

• 自身で人工授精
• クリニックで人工授精、
体外受精



縦断調査（2019～2021）
藤井（2021）同性カップルと子どもに関する縦断調査

• 研究参加者：自身で出産をした3名
• SOGI（性的指向・性自認）状況：同性愛2名、両性愛1名。全員がシス
ジェンダー、女性自認。

• インタビュー開始時の年齢：１名39歳、2名は40代。
• 自治体の同性パートナー制度は2名が利用していた。
• それぞれ子ども1名、子どもの年齢は3～7歳。

妊娠 精子提供を受けての妊娠。全員が不妊治療を経験。
出産 １名の研究参加者はパートナー立ち合い分娩。



＜事例＞
• 不妊クリニックでは異性カップルだと申告して受診している。
• 子どもには生物学的父親の存在について説明しているが、子どもからは（言葉を話せるよう
になってからも）父親の話は出ない。子どもが父親の存在を探索する言動が出始めると、気
にかかる。

• ドナーと何らかの関係を維持（連絡をとるなど）している。

• 妊娠や出産で不安なことは、パートナーではなく出産経験のある姉妹に相談した。
• 出産時は、同性パートナーが立会った。
• 出生届には母親欄のみ記入して提出。同性パートナーはいるが、法律上は「シングル」女性
として生活している。

• 実際はカップルで子育てしているのに、シングルとして税制上の優遇が受けられることに罪
悪感のようなものがあるが、法律上、仕方がないと思う。



考 察
1. 妊活に関連するメディアにおいて、SOGIを考慮した表現はみ

られない。

2. ３つのインタビュー調査全てで、ARTの標準治療を受けるこ
との困難の大部分は、医療アクセスの問題であることが指摘
されている。

3. 人工授精は非配偶者間人工授精（AID）となるが、AIHと異な
り、一般的にドナー獲得が課題となる方法である。



考察：生殖医療ガイドラインを適用しづらい挙児希望者にとって、
非配偶者間人工授精（AID）の課題

• ドナーと話し合う条件

• 子に対する「出自を知る権利」を保障する方法

• 子をもって初めて経験すること／思いに関する情報

性的マイノリティが子を持つことの障壁となる可能性



今後の研究課題
未だ明確になっていることは多くはないため、今後さらなる調査が必要で
ある。
• 縦断調査

出産に至らない経過を生きる人のニーズを明らかにする。
子ども、ドナーとの関係などを長期追跡することでモデルを得る。

• 無作為抽出の対象者への調査
本研究チームでは、2022年度中に、無作為抽出した対象に、精子・卵子提供を受ける
ことに関連した経験／関心の有無を調査する予定である。

• 男性の同性愛カップルの挙児希望に関する調査

SOGI（性的指向・性自認）によらず、産みたい人が産める、子どもを育て
たいすべての人への支援や、制度設計への示唆を得る。
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